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(57)【要約】
【課題】　立体映像データを処理するとき、システムを
効率的に利用可能なディスプレイ駆動回路、及びその制
御方法を提供する。
【解決手段】　ＲＧＢＩＦブロック１３０は、情報端末
装置のＣＰＵが出力する映像信号を受信する。ＲＧＢＩ
Ｆブロック１３０は、受信した映像信号の種類にしたが
ってタイミングコントローラ１４０およびメモリコント
ローラ１５０に映像信号を伝達する。メモリコントロー
ラ１５０は、タイミングコントローラ１４０の制御にし
たがって映像信号がメモリ装置１６０に格納するととも
に、メモリ装置１６０に格納された映像データｄＲＧＢ
がソースドライバ１２０へ出力されるようにメモリ装置
１６０を制御する。これにより、ＣＰＵでは立体映像を
表示するための処理量及びシステムの割り当てを少なく
することができる。したがって、ＣＰＵの処理速度が向
上し、情報端末装置のシステムが効率的に利用される。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスプレイパネルを駆動するためのディスプレイ駆動回路において、
　前記ディスプレイパネルの複数のソースラインを駆動するソースドライバと、
　前記ディスプレイパネルに表示される映像データを格納する複数のメモリ装置と、
　前記複数のメモリ装置の書込み動作及び読出し動作を制御するメモリコントローラと、
　前記複数のメモリ装置に格納された前記映像データが立体映像データとして生成される
ように前記ソースドライバ及び前記メモリコントローラを制御し、生成された前記立体映
像データが前記ディスプレイパネルに表示されるように前記ソースドライバを制御するタ
イミングコントローラと、
　を含むことを特徴とするディスプレイ駆動回路。
【請求項２】
　前記複数のメモリ装置は、立体映像を構成するための複数の左眼映像データ及び複数の
右眼映像データを格納することを特徴とする請求項１に記載のディスプレイ駆動回路。
【請求項３】
　前記複数のメモリ装置は、前記複数の左眼映像データを格納するための複数の左眼映像
用メモリ装置と、前記複数の右眼映像データを格納するための複数の右眼映像用メモリ装
置と、から構成されることを特徴とする請求項２に記載のディスプレイ駆動回路。
【請求項４】
　前記メモリコントローラは、前記複数の左眼映像データと前記複数の右眼映像データと
が交互に読み出されるように前記複数のメモリ装置を制御することを特徴とする請求項３
に記載のディスプレイ駆動回路。
【請求項５】
　前記タイミングコントローラは、読み出された前記複数の左眼映像データと読み出され
た前記複数の右眼映像データとが交互に配置されて一時的に格納されるように前記ソース
ドライバを制御することを特徴とする請求項４に記載のディスプレイ駆動回路。
【請求項６】
　前記ディスプレイ駆動回路を電力を節約するモードで制御する場合、
　前記タイミングコントローラは、前記複数のメモリ装置に格納された前記複数の左眼映
像データ及び前記複数の右眼映像データが２次元映像データとして生成されるように前記
ソースドライバ及び前記メモリコントローラを制御し、生成された前記２次元映像データ
が前記ソースドライバを通じて前記ディスプレイパネルへ出力されるように制御すること
を特徴とする請求項２に記載のディスプレイ駆動回路。
【請求項７】
　前記ディスプレイパネルを通じて表示される映像データが２次元映像データである場合
、
　前記複数のメモリ装置は前記映像データを格納し、
　前記タイミングコントローラは前記複数のメモリ装置に格納された前記映像データが２
次元映像データとして生成されるように前記メモリコントローラ及び前記ソースドライバ
を制御し、前記生成された２次元映像データが前記ソースドライバを通じて前記ディスプ
レイパネルへ出力されるように制御することを特徴とする請求項１に記載のディスプレイ
駆動回路。
【請求項８】
　ディスプレイパネルを通じて表示される映像データを受信し、複数のメモリ装置に格納
する段階と、
　格納された前記映像データが立体映像データとして生成されるように前記複数のメモリ
装置を読み出す段階と、
　読み出された前記映像データが立体映像データとして生成されるようにソースドライバ
に一時的に格納する段階と、
　一時的に格納された前記立体映像データを前記ディスプレイパネルに出力する段階と、
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　を含むことを特徴とするディスプレイパネルを駆動するためのディスプレイ駆動回路の
制御方法。
【請求項９】
　前記複数のメモリ装置に格納する段階は、
　前記表示される映像データの中で複数の左眼映像データを複数の左眼映像用メモリ装置
に格納する段階と、
　前記表示される映像データの中で複数の右眼映像データを複数の右眼映像用メモリ装置
に格納する段階と、
　を含むことを特徴とする請求項８に記載のディスプレイパネルを駆動するためのディス
プレイ駆動回路の制御方法。
【請求項１０】
　ディスプレイ駆動回路を電力を節約するモードで制御する場合、
　格納された前記複数の左眼映像データ又は格納された前記複数の右眼映像データの中で
いずれか１つの映像データを読み出す段階と、
　読み出された前記映像データを順次重複させてソースドライバに一時的に格納する段階
と、
　をさらに含む請求項９に記載のディスプレイパネルを駆動するためのディスプレイ駆動
回路の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ディスプレイ駆動回路及びその制御方法に関し、より詳細には立体映像デー
タを処理できるディスプレイ駆動回路、及びディスプレイパネルを駆動するためのディス
プレイ駆動回路の制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、モバイル電子装置のような情報端末装置は、小型化、軽量化、及び低電力化が要
求される。このような要求を満足するために、モバイル電子装置には、陰極線管（ＣＲＴ
：ｃａｔｈｏｄｅ－ｒａｙ　ｔｕｂｅ）の代わりに液晶ディスプレイ装置（ＬＣＤ：　ｌ
ｉｑｕｉｄ　ｃｒｙｓｔａｌ　ｄｉｓｐｌａｙ）のようなフラットパネル（ｆｌａｔ　ｐ
ａｎｅｌ）ディスプレイ装置が普遍的に使用されている。フラットパネルディスプレイ装
置は、映像を表示するパネルを含み、パネルは複数個の画素で構成される。複数の画素は
画素のゲートを選択するための複数のゲートラインと色相データ、即ち、階調データを伝
達するための複数のソースラインとが交差する領域に各々形成される。
【０００３】
　パネルに映像が表示されるためには、ゲートラインに制御信号が印加されなければなら
ないし、ソースラインに色相データが印加されなければならない。ディスプレイ駆動回路
（ＤＤＩ：ｄｉｓｐｌａｙ　ｄｉｒｖｅｒ　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ）は
このような制御信号と色相データとをパネルへ出力する。即ち、ディスプレイ駆動回路は
情報端末装置の中央処理装置から映像データを受信し、受信された映像データを制御信号
と色相データとに変換してパネルへ出力する。
【０００４】
　一方、立体映像に対する関心が高くなっており、立体映像を表示できるモバイル電子装
置の開発が要求されている。このような立体映像を表示できるモバイル電子装置の例では
、モバイルフォン（ｍｏｂｉｌｅ　ｐｈｏｎｅ）、パーソナルデジタル端末機（ＰＤＡ：
ｐｅｒｓｏｎａｌ　ｄｉｇｉｔａｌ　ａｓｓｉｓｔａｎｔ）、タブレットコンピューター
（ｔａｂｌｅｔ　ＰＣ）、ラップトップ又はノートブック型コンピューターなどの携帯用
コンピューター等がある。立体映像を表示するモバイル電子装置において、モバイル電子
装置の中央処理装置が立体映像を表示するための映像データを処理すると、モバイル電子
装置の動作速度が遅くなるか、或いは情報端末装置のシステムを効率的に利用できない。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】韓国特許公開第１０－２００７－０００５０９１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、立体映像データを処理するとき、システムを効率的に利用可能なディ
スプレイ駆動回路、及びディスプレイパネルを駆動するためのディスプレイ駆動回路の制
御方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１に記載の発明によると、ディスプレイパネルを駆動するためのディスプレイ駆
動回路は、ディスプレイパネルの複数のソースラインを駆動するソースドライバと、ディ
スプレイパネルを通じて表示される複数の映像データを格納する複数のメモリ装置と、複
数のメモリ装置の書込み動作と読出し動作とを制御するメモリコントローラと、複数のメ
モリ装置に格納された複数の映像データが複数の立体映像データとして生成されるように
メモリコントローラ及びソースドライバを制御し、生成された複数の立体映像データをデ
ィスプレイパネルに出力するようにソースドライバを制御するタイミングコントローラと
、を備える。
【０００８】
　請求項２に記載の発明によると、複数のメモリ装置は立体映像を構成するための複数の
左眼映像データ及び複数の右眼映像データを格納する。
【０００９】
　請求項３に記載の発明によると、複数のメモリ装置は複数の左眼映像データを格納する
ための複数の左眼映像用メモリ装置と複数の右眼映像データを格納するための複数の右眼
映像用メモリ装置とで構成される。
【００１０】
　また、ディスプレイ駆動回路のメモリコントローラは複数の左眼映像データを格納する
ための複数のメモリ装置と複数の右眼映像データを格納するための複数のメモリ装置とを
インタリービング（ｉｎｔｅｒｌｅａｖｉｎｇ）式に作動する。
【００１１】
　請求項４に記載の発明によると、メモリコントローラは複数の左眼映像データと複数の
右眼映像データとが交互に読み出されるように複数のメモリ装置を制御する。
【００１２】
　請求項５に記載の発明によると、タイミングコントローラは読み出された複数の左眼映
像データと複数の右眼映像データとが交互に配置されて一時的に格納されるようにソース
ドライバを制御する。
【００１３】
　請求項６に記載の発明によると、ディスプレイ駆動回路を電力を節約するモードで制御
する場合、タイミングコントローラは、複数のメモリ装置に格納された複数の左眼映像デ
ータ及び複数の右眼映像データが複数の２次元映像データとして生成されるようにメモリ
コントローラ及びソースドライバを制御し、生成された複数の２次元映像データをソース
ドライバを通じてディスプレイパネルに出力するように制御する。
【００１４】
　請求項７に記載の発明によると、ディスプレイパネルを通じて表示される複数の映像デ
ータが複数の２次元映像データである場合、複数のメモリ装置は複数の映像データを格納
し、タイミングコントローラは複数のメモリ装置に格納された複数の映像データが複数の
２次元映像データとして生成されるようにメモリコントローラ及びソースドライバを制御
し、生成された複数の２次元映像データをソースドライバを通じてディスプレイパネルに
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出力するように制御する。
【００１５】
　ディスプレイ駆動回路の複数のメモリ装置は複数の２次元映像データを順次的に格納す
る。
【００１６】
　ディスプレイ駆動回路のメモリコントローラは、複数のメモリ装置をインタリービング
式に作動させる。
【００１７】
　ディスプレイ駆動回路は、ディスプレイパネルのゲートラインを駆動するゲートドライ
バをさらに含む。
【００１８】
　請求項８に記載の発明によると、ディスプレイパネルを駆動するためのディスプレイ駆
動回路の動作方法は、ディスプレイパネルを通じて表示される映像データを受信し、複数
のメモリ装置に格納する段階と、格納された映像データが立体映像データとして生成され
るように複数のメモリ装置を読み出す段階と、読み出された映像データが立体映像データ
として生成されるようにソースドライバに一時的に格納する段階と、一時的に格納された
立体映像データをディスプレイパネルに出力する段階と、を含む。
【００１９】
　請求項９に記載の発明によると、複数のメモリ装置に格納する段階は、提供された映像
データの中で複数の左眼映像データを複数の左眼映像用メモリ装置に格納する段階と、提
供された映像データの中で複数の右眼映像データを複数の右眼映像用メモリ装置に格納す
る段階と、を含む。
　ディスプレイ駆動回路の複数の左眼映像用メモリ装置に格納する段階と複数の右眼映像
用メモリ装置に格納する段階とは、インタリービング式に実行される。
【００２０】
　請求項１０に記載の発明によると、ディスプレイ駆動回路を電力を節約するモードで制
御する場合、格納された複数の左眼映像データ又は複数の右眼映像データの中でいずれか
１つの映像データを読み出す段階と、読み出された映像データを順次的に２回重複させて
ソースドライバに一時的に格納する段階と、をさらに含む。
【００２１】
　複数のメモリ装置を読み出す段階は、インタリービング式に実行される。
【００２２】
　ディスプレイパネルを通じて表示される映像が２次元映像である場合、複数のメモリ装
置に格納する段階は、提供された２次元映像データを複数のメモリ装置に順次格納する。
【００２３】
　複数のメモリ装置に格納する段階はインタリービング式に実行される。
【００２４】
　本発明の実施形態による情報端末装置は、ディスプレイパネルと、ディスプレイパネル
を駆動するためのディスプレイ駆動回路と、ディスプレイパネルを通じて映像が表示され
るようにディスプレイ駆動回路を制御する中央処理装置と、を備える。中央処理装置は、
ディスプレイ駆動回路に立体映像を構成するための複数の左眼映像データと複数の右眼映
像データとを出力する。ディスプレイ駆動回路は、出力された複数の左眼映像データと複
数の右眼映像データとを複数のメモリ装置に格納し、複数のメモリ装置に格納された複数
の左眼映像データと複数の右眼映像データとを交互に配置して立体映像データとして生成
し、生成された立体映像データをディスプレイパネルへ出力する。
【００２５】
　実施形態において、中央処理装置がディスプレイ駆動回路を電力節約モードで制御する
場合、ディスプレイ駆動回路は複数のメモリ装置に格納された複数の左眼映像データと複
数の右眼映像データとの中でいずれか１つの映像データを選択し、選択された映像データ
を重複的に配置して２次元映像データとして生成し、生成された２次元映像データをディ
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スプレイパネルへ出力する。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明の実施形態によれば、ディスプレイパネルへ伝送される立体映像をディスプレイ
駆動回路が処理することによって、情報端末装置の中央処理装置の動作速度が向上され、
システムを効率的に利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明の一実施形態によるディスプレイ駆動回路を例示的に示すブロック図であ
る。
【図２】立体映像を表示する方式の１つであるパララックスバリア方式を説明するための
図面である。
【図３】立体映像を表示する方式の１つであるレンティキュラー方式を説明するための図
面である。
【図４】本発明の実施形態によるディスプレイ駆動回路における立体映像データの処理を
例示的に示す概念図である。
【図５】電力節約モードによって立体映像が２次元映像に表示される場合、本発明の一実
施形態によるディスプレイ駆動回路における立体映像データの処理を例示的に示す概念図
である。
【図６】本発明の一実施形態によるディスプレイ駆動回路における２次元映像データの処
理を例示的に示す概念図である。
【図７】本発明の一実施形態によるディスプレイ駆動回路における処理を例示的に説明す
るフローチャートである。
【図８】本発明の一実施形態によるディスプレイパネルを通じて映像を表示する情報端末
装置を例示的に示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　本発明の長所及び特徴、及びそれを達成する方法は添付される図面と共に詳細に後術さ
れている実施形態を通じて説明される。しかし、本発明はここで説明される実施形態に限
定されることなく他の形態に具体化できる。本実施形態は、単に本発明が属する技術分野
で通常の知識を有する者に本発明の技術的思想を容易に実施できるように詳細に説明する
ために提供される。
【００２９】
　図面において、本発明の実施形態は図示された特定形態に制限されることではなく説明
を明確するために誇張されている。本明細書では特定な用語を使用するが、これは本発明
を説明するための目的で使用するのであって、特定の用語を使用することにより意味を限
定したり、特許請求の範囲に記載された本発明の権利範囲を制限したりするために使用さ
れていない。また、明細書で使用される「含む」又は「含む」に言及された構成要素、段
階、動作及び素子は１つ以上の他の構成要素、段階、動作及び素子の存在又は追加を意味
する。
【００３０】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態に対して詳細に説明する。
【００３１】
　（一実施形態）
　図１は、本発明の一実施形態によるディスプレイ駆動回路を例示的に示すブロック図で
ある。図１を参照すれば、本発明の実施形態によるディスプレイ駆動回路１００は、ゲー
トドライバ（ｇａｔｅ　ｄｒｉｖｅｒ）１１０、ソースドライバ（ｓｏｕｒｃｅ　ｄｒｉ
ｖｅｒ）１２０、ＲＧＢＩＦブロック（ＲＧＢ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　ｂｌｏｃｋ）１３
０、タイミングコントローラ（ｔｉｍｉｎｇ　ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）１４０、メモリコ
ントローラ（ｍｅｍｏｒｙ　ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）１５０、及びメモリ装置（ｍｅｍｏ
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ｒｙ　ｄｅｖｉｃｅ）１６０を備える。
【００３２】
　ディスプレイ駆動回路１００は、ディスプレイパネル２００を通じて映像を表示する、
例えば、モバイル電子装置などの情報端末装置の中央処理装置（以下、「ＣＰＵ」という
）から映像データを受信する。ディスプレイ駆動回路１００は、受信された映像データを
制御信号と色相データとに変換してディスプレイパネル２００へ出力する。
【００３３】
　ディスプレイパネル２００は、映像を表示する図示しない複数の画素を含む。画素は複
数のゲートラインＧＬ０～ＧＬｉ及び複数のソースラインＳＬ０～ＳＬｊの交差によって
定義される複数の領域に各々形成される。画素は対応するゲートライン及びソースライン
に連結された図示しないスイッチング素子、スイッチング素子に連結された図示しない液
晶キャパシター、及び図示しない格納キャパシターを含む。
【００３４】
　ゲートドライバ１１０は、タイミングコントローラ１４０の制御にしたがって複数のゲ
ートラインＧＬ０～ＧＬｉを駆動する。例えば、ゲートドライバ１１０は、タイミングコ
ントローラ１４０から出力される制御信号に応答して複数のゲートラインＧＬ０～ＧＬｉ
が順次活性化されるように制御する。
【００３５】
　ソースドライバ１２０は、タイミングコントローラ１４０の制御にしたがって複数のソ
ースラインＳＬ０～ＳＬｊを駆動する。例えば、ソースドライバ１２０は、タイミングコ
ントローラ１４０から出力される制御信号に応答してメモリ装置１６０から出力される映
像データｄＲＧＢに基づいて複数のソースラインＳＬ０～ＳＬｊを駆動する。
【００３６】
　ＲＧＢＩＦブロック（以下「ＲＧＢＩＦブロック」という）１３０は、情報端末装置の
ＣＰＵから複数のＲＧＢインターフェイス信号を受信する。ＲＧＢＩＦブロック１３０は
受信された複数のＲＧＢインターフェイス信号を信号の種類にしたがってタイミングコン
トローラ１４０とメモリコントローラ１５０とへ各々伝達する。
【００３７】
　複数のＲＧＢインターフェイス信号は、複数の制御信号及び複数の映像信号を含む。例
えば、複数のＲＧＢインターフェイス信号に含まれる複数の制御信号は、垂直同期信号Ｖ
ＳＹＮＣ、水平同期信号ＨＳＹＮＣ、及びデータイネーブル信号ＤＥ等を包含できる。こ
のような制御信号はタイミングコントローラ１４０へ伝達される。タイミングコントロー
ラ１４０は伝達された制御信号に基づいてディスプレイパネル２００の駆動に必要である
制御信号をゲートドライバ、ソースドライバ、メモリコントローラへ出力する。即ち、タ
イミングコントローラ１４０はディスプレイ駆動回路１００の諸般動作を制御する。
【００３８】
　ここで、複数のＲＧＢインターフェイス信号に含まれた垂直同期信号ＶＳＹＮＣは、デ
ィスプレイパネル２００に１つのフレームが表示されるのに必要な時間を意味する。また
、水平同期信号ＨＳＹＮＣは、ディスプレイパネル２００のゲートラインＧＬ０～ＧＬｉ
中で１つのゲートラインに連結された画素が表示されるのに必要な時間を意味する。した
がって、水平同期信号ＨＳＹＮＣは、１つのゲートラインに連結された画素の数に対応す
るパルスで構成される。そして、データイネーブル信号ＤＥは、ディスプレイパネル２０
０の画素へ映像データｄＲＧＢが出力されるのに必要な時間を意味する。
【００３９】
　また、複数のＲＧＢインターフェイス信号に含まれる映像信号は、ディスプレイパネル
２００の画素を通じて表示される色相データを含む。このような映像信号は、メモリコン
トローラ１５０へ伝達される。メモリコントローラ１５０は、タイミングコントローラ１
４０の制御にしたがって伝達された映像信号がメモリ装置１６０に格納されるようにメモ
リ装置１６０を制御する。また、メモリコントローラ１５０は、タイミングコントローラ
１４０の制御にしたがってメモリ装置１６０に格納された映像データｄＲＧＢがソースド
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ライバ１２０へ出力されるようにメモリ装置１６０を制御する。
【００４０】
　メモリ装置１６０は複数のメモリ装置を含む。一実施形態によるディスプレイ駆動回路
１００は、立体映像データを処理する。ＲＧＢＩＦブロック１３０が受信する映像信号は
、複数の左眼映像データと複数の右眼映像データとを含む。したがって、複数のメモリ装
置は、複数の左眼映像データを格納するための左眼映像用メモリ装置１７０と、複数の右
眼映像データを格納するための右眼映像用メモリ装置１８０とから構成される。また、イ
ンタリービング式に作動するため、左眼映像用メモリ装置１７０は複数の左眼用メモリ装
置１７０ｉ（ｉ＝１～ｋ、ｉは自然数）を、右眼映像用メモリ装置１８０は複数の右眼用
メモリ装置１８０ｊ（ｊ＝１～ｍ、ｊは自然数）を各々包含する。
【００４１】
　ディスプレイ駆動回路では、立体映像データを構成する複数の左眼映像データと複数の
右眼映像データとは各々のデータ格納用として割り当てられたメモリ装置に分離されて格
納される。即ち、複数の左眼映像データは複数の左眼映像用メモリ装置１７０ｉに、複数
の右眼映像データは複数の右眼映像用メモリ装置１８０ｊに各々格納される。この場合、
複数の左眼映像データと複数の右眼映像データとはそれぞれメモリ装置のアクセス時間を
減らすためにインタリービング式に格納される。そして、左眼映像用メモリ装置１７０ｉ
および右眼映像用メモリ装置１８０ｊのそれぞれに格納された複数の左眼映像データと複
数の右眼映像データとは交互にソースドライバ１２０に出力される。この場合、複数の左
眼映像データと複数の右眼映像データとは、それぞれメモリ装置のアクセス時間を減らす
ためにインタリービング式に読み出される。このようなディスプレイ駆動回路１００での
データの処理方法の詳細は、図４に基づいて後述する。
【００４２】
　ディスプレイ駆動回路１００は、情報端末装置のＣＰＵから複数の加工されない映像信
号を受信する。ディスプレイ駆動回路１００は、受信された複数の映像信号を立体映像デ
ータとして生成し、生成された立体映像データをディスプレイパネル２００へ出力する。
これにより、情報端末装置のＣＰＵは、立体映像を表示するための処理量及びシステムの
割り当てを少なくすることができる。したがって、情報端末装置のＣＰＵの動作速度が向
上し、システムを効率的に利用することができる。
【００４３】
　図２は、立体映像を表示するための方式の１つであるパララックスバリア（ｐａｒａｌ
ｌａｘ　ｂａｒｒｉｅｒ）方式を説明するための図面である。図３は立体映像を表示する
ための方式の１つであるレンティキュラー（ｌｅｎｔｉｃｕｌａｒ）方式を説明するため
の図面である。
【００４４】
　人間の目は横方向におおよそ６５ｍｍ離れている。そのため、発生する両眼視差（ｂｉ
ｎｏｃｕｌａｒ　ｄｉｓｐａｒｉｔｙ）は、立体映像を表示する上で最も重要な要因の中
で１つである。人間の左右の目は、それぞれ互に異なる角度で２次元画像を見ることにな
り、この２つの画像が網膜を通じて脳へ伝達される。脳は伝達された２つの２次元画像を
互に融合して立体映像を生成する。
【００４５】
　したがって、立体映像を表示するためのディスプレイ装置は、人間の左右の目を通じて
伝達される左眼映像と右眼映像とを処理して立体映像を表示する。例えば、めがねを使わ
ない立体映像を表示する方式の１つであるパララックスバリア方式およびレンティキュラ
ー方式は、左眼映像と右眼映像とを交互に配置して立体映像を表示する。
【００４６】
　図２を参照してパララックスバリア方式を説明する。パララックスバリア方式のディス
プレイ装置はバリアー後方に位置したパネルを通じて左眼映像と右眼映像とが交互に配置
された合成映像を表示する。使用者は、いずれの視点においてもバリアーの開口部を通じ
て合成映像を立体映像として観察できる。パララックスバリア方式において、バリアーを
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制御、例えば、オン状態とオフ状態とを制御できれば、使用者は合成映像を２次元映像と
して観察することができる。
【００４７】
　図３を参照してレンティキュラー方式を説明する。レンティキュラー方式のディスプレ
イ装置は、レンティキュラーレンズ（ｌｅｎｔｉｃｕｌａｒ　ｌｅｎｓ）の後方に位置さ
れたパネルを通じて左眼映像と右眼映像とが交互に配置された合成映像を表示する。ここ
で、レンティキュラーレンズは、複数の半円凸形のレンズで構成される。使用者は、レン
ティキュラー始点を通過した合成映像を立体映像として観察できる。レンティキュラー方
式において、例えば、レンティキュラーレンズの表面と反対になる形状を有するレンズ又
はパネルが挿入されるようにレンティキュラーレンズが制御されると、使用者は合成映像
を２次元映像として観察することができる。
【００４８】
　図２及び図３で説明されたように、立体映像を表示するために、左眼映像と右眼映像と
を分離して交互に配置した合成映像が使用される。ディスプレイ駆動回路１００は、この
ような合成映像を生成するための処理を実行する。即ち、ディスプレイ駆動回路１００は
複数の左眼映像データと複数の右眼映像データとを各々のデータ格納用として割当された
メモリ装置に分離して格納する。そして、ディスプレイ駆動回路１００は複数の左眼映像
データと複数の右眼映像データとを各々読み出して交互に配置し、ディスプレイパネル（
図１の２００参照）へ出力する。
【００４９】
　図４は、一実施形態によるディスプレイ駆動回路における立体映像データの処理を例示
的に示す概念図である。図４を参照すれば、ディスプレイパネル２００は１０２４ｘ７６
８の解像度を有する。また、図４では、メモリ装置１６０は、２つの左眼映像用メモリ装
置１７０１、１７０ｋと、２つの右眼映像用メモリ装置１８０１、１８０ｍとで構成され
ている、しかしながら、実際には左眼映像用メモリ装置１７０ｉと右眼映像用メモリ装置
１８０ｊとは、複数のメモリ装置で構成されている。
【００５０】
　情報端末装置のＣＰＵから出力される映像信号は、明暗及び色相にしたがって赤、緑、
青で構成されたｎビット（ｎは自然数）の映像データで構成される。このような映像デー
タは、複数の左眼映像データと複数の右眼映像データとに区分される。映像データは、メ
モリコントローラ１５０（図１参照）の制御にしたがって、メモリ装置１６０に格納され
る。即ち、複数の左眼映像データＬ０～Ｌ５１１は、左眼映像用メモリ装置１７０１～１
７０ｋに、複数の右眼映像データＲ０～Ｒ５１１は、右眼映像用メモリ装置１８０１～１
８０ｍにそれぞれ格納される。
【００５１】
　複数の左眼映像データＬ０～Ｌ５１１を左眼映像用メモリ装置１７０１～１７０ｋに格
納する時間を減らすために、複数の左眼映像データＬ０～Ｌ５１１は左眼映像用メモリ装
置１７０１～１７０ｋに交互に格納され得る。即ち、複数の左眼映像データＬ０～Ｌ５１
１は、左眼映像用メモリ装置１７０１～１７０ｋにインタリービング式に格納される。ま
た、複数の右眼映像データＲ０～Ｒ５１１も、右眼映像用メモリ装置１８０１～１８０ｍ
にインタリービング式に格納される。
【００５２】
　メモリ装置１６０に格納された複数の左眼映像データＬ０～Ｌ５１１と複数の右眼映像
データＲ０～Ｒ５１１とはメモリコントローラ１５０の制御にしたがって交互に読み出さ
れる。この場合、映像データを出力する時間を減らすため、複数の左眼映像データＬ０～
Ｌ５１１と複数の右眼映像データＲ０～Ｒ５１１とのそれぞれはインタリービング式に読
み出される。読み出された複数の左眼映像データＬ０～Ｌ５１１と複数の右眼映像データ
Ｒ０～Ｒ５１１とは、ソースドライバ１２０に交互に出力される。即ち、ディスプレイパ
ネル２００に立体映像を表示するように複数の左眼映像データＬ０～Ｌ５１１と複数の右
眼映像データＲ０～Ｒ５１１とは交互に出力される。
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【００５３】
　図４に示すように、左眼映像用メモリ装置１７０１に格納された左眼映像データＬ０が
読み出され、ソースドライバ１２０へ出力される。次に、右眼映像用メモリ装置１８０１
に格納された右眼映像データＲ０が読出し、ソースドライバ１２０へ出力される。次に、
左眼映像用メモリ装置１７０ｋに格納された左眼映像データＬ１が読み出され、ソースド
ライバ１２０へ出力される。次に、右眼映像用メモリ装置１８０ｍに格納された右眼映像
データＲ１が読出され、ソースドライバ１２０へ出力される。ここで、先に読み出された
映像データ（左眼映像データ又は右眼映像データ）がソースドライバ１２０に出力される
間に、他のメモリ装置に格納された左眼映像データ又は右眼映像データが読み出される。
【００５４】
　このような方式によりソースドライバ１２０へ出力される複数の左眼映像データＬ０～
Ｌ５１１と複数の右眼映像データＲ０～Ｒ５１１とは、交互に配置されてソースドライバ
１２０内部の図示しないラッチに一時的に格納される。ソースドライバ１２０は、ディス
プレイパネル２００の１つのゲートラインに連結された画素の数と同じ数の複数の左眼映
像データ及び複数の右眼映像データが出力されれば、タイミングコントローラ１４０（図
１参照）の制御にしたがって格納された映像データがソースラインＳＬ０～ＳＬｊを通じ
てディスプレイパネル２００に出力される。図４では、例示的に、１つのゲートラインＧ
２０に１０２４個の画素が連結されるので、５１２個の複数の左眼映像データと５１２個
の複数の右眼映像データの合計である１０２４個の映像データがディスプレイパネル２０
０へ出力される。
【００５５】
　図５は、電力節約モードによって立体映像が２次元映像として表示される場合、ディス
プレイ駆動回路１００による立体映像データの処理を例示的に示す概念図である。図５を
参照すれば、ディスプレイパネル２００は１０２４ｘ７６８の解像度を有する。また、図
５では、説明を簡略化するために、メモリ装置１６０は、２つの左眼映像用メモリ装置１
７０１、１７０ｋと２つの右眼映像用メモリ装置１８０１、１８０ｍとで構成されている
。しかしながら実際には左眼映像用メモリ装置１７０ｉと右眼映像用メモリ装置１８０ｊ
とは複数のメモリ装置で構成されている。
【００５６】
　図４で説明されたように、メモリコントローラ１５０（図１参照）の制御にしたがって
、複数の左眼映像データＬ０～Ｌ５１１は、左眼映像用メモリ装置１７０１～１７０ｋに
、複数の右眼映像データＲ０～Ｒ５１１は右眼映像用メモリ装置１８０１～１８０ｍにそ
れぞれ格納される。複数の左眼映像データＬ０～Ｌ５１１を左眼映像用メモリ装置１７０
１～１７０ｋに格納する時間を減らすために、複数の左眼映像データＬ０～Ｌ５１１は、
左眼映像用メモリ装置１７０１～１７０ｋに交互に格納される。即ち、複数の左眼映像デ
ータＬ０～Ｌ５１１は、左眼映像用メモリ装置１７０１～１７０ｋにインタリービング方
式に格納される。複数の右眼映像データＲ０～Ｒ５１１も、右眼映像用メモリ装置１８０
１～１８０ｍにインタリービング式に格納される。
【００５７】
　情報端末装置のＣＰＵは、情報端末装置の使用環境に応じて立体映像データを２次元映
像データとして表示されるようにディスプレイ駆動回路１００（図１参照）を制御する。
例えば、ＣＰＵは情報端末装置の電力消耗を減らすために、立体映像データを２次元映像
データとして表示されるように制御できる。
【００５８】
　電力節約モードによって、立体映像を２次元映像として表示する場合、複数の左眼映像
データＬ０～Ｌ５１１および複数の右眼映像データＲ０～Ｒ５１１の中で選択された映像
データ、例えば複数の左眼映像データ、又は複数の右眼映像データ、のみがメモリコント
ローラ１５０の制御によって読み出される。この場合、複数の映像データが出力される時
間を減らすために、選択された複数の映像データはインタリービング方式に読み出される
。
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【００５９】
　選択されて読み出された複数の映像データは、ソースドライバ１２０に順次出力される
。この時、選択されて読み出された映像データは同一な映像データが重複されて、例えば
、２回重複されて、ソースドライバ１２０へ出力される。これにより、ディスプレイパネ
ル２００に２次元映像が表示される。
【００６０】
　図５を参照してこのような処理を説明すれば、電力節約モードによって立体映像が２次
元映像に表示される場合、右眼映像用メモリ装置１８０１及び１８０ｍは作動しない。即
ち、右眼映像用メモリ装置１８０１及び１８０ｍはオフされているため、電力を消耗しな
い。また、電力節約モードによって立体映像が２次元映像にディスプレイされる場合、右
眼映像用メモリ装置１８０１及び１８０ｍの代わりに左眼映像用メモリ装置１７０１及び
１７０ｋがオフされてもよい。
【００６１】
　これにより、右眼映像用メモリ装置１８０１～１８０ｍに格納された複数の右眼映像デ
ータＲ０～Ｒ５１１がソースドライバ１２０へ出力されないので、複数の右眼映像データ
の数の映像データが代わりに複数の左眼映像データＬ０～Ｌ５１１へ出力される。したが
って、複数の左眼映像データＬ０～Ｌ５１１は重複して出力される。例えば、左眼映像用
メモリ装置１７０１に格納された左眼映像データＬ０が読み出され、ソースドライバ１２
０へ重複して出力される。その後、左眼映像用メモリ装置１７０ｋに格納された左眼映像
データＬ１が読出され、ソースドライバ１２０に重複して出力される。
【００６２】
　このような方式によって、複数の左眼映像データＬ０～Ｌ５１１はソースドライバ１２
０内部の図示しないラッチに一時的に格納される。ソースドライバ１２０は、ディスプレ
イパネル２００の１つのゲートラインに連結された画素の数と同じ数の複数の左眼映像デ
ータ又は複数の右眼映像データを出力すると、タイミングコントローラ１４０（図１参照
）の制御によって格納された映像データはソースラインＳＬ０～ＳＬｊを通じてディスプ
レイパネル２００へ出力される。図５では、１つのゲートラインＧ２０に１０２４個の画
素が連結されているので、１０２４個の重複された複数の左眼映像データがディスプレイ
パネル２００へ出力される。
【００６３】
　ディスプレイ駆動回路１００は、情報端末装置のＣＰＵの制御によって電力節約モード
で作動することができる。この場合、ディスプレイ駆動回路１００は、メモリ装置を選択
的に駆動させて立体映像データを２次元映像データとして出力するように制御することが
できる。したがって、ディスプレイ駆動回路１００は情報端末装置の電力消費量を低減す
ることができる。
【００６４】
　図６は、ディスプレイ駆動回路１００による２次元映像データの処理を例示的に示す概
念図である。図６を参照すれば、ディスプレイパネル２００は１０２４ｘ７６８の解像度
を有している。また、説明を簡略化するために、メモリ装置１６０は、２つのメモリ装置
１７０１、１８０１で構成されている。しかしながら、実際のメモリ装置１６０は複数の
メモリ装置で構成されている。
【００６５】
　ディスプレイ駆動回路１００は、立体映像データのみでなく２次元映像データを処理す
ることができる。即ち、情報端末装置のＣＰＵから出力される映像信号をディスプレイパ
ネル２００へ２次元映像として出力できる。この場合、情報端末装置のＣＰＵは、制御信
号を提供して、ディスプレイ駆動回路１００へ提供する映像信号が立体映像信号である、
又は２次元映像信号であるかを知らせる。
【００６６】
　２次元映像データは立体映像データとは異なり、複数の左眼映像データと複数の右眼映
像データとに区分されない。したがって、ディスプレイ駆動回路１００は、２次元映像デ
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ータを処理する場合、メモリ装置１６０に含まれた複数のメモリ装置１７０１及び１８０
１をそれぞれ左眼映像用メモリ装置及び右眼映像用メモリ装置に区分しない。
【００６７】
　２次元映像データＰ０～Ｐ１０２３は、メモリコントローラ１５０（図１参照）の制御
によって複数のメモリ装置１７０１、１８０１に順次格納される。即ち、２次元映像デー
タＰ０～Ｐ５１１はメモリ装置１７０１に、残りの２次元映像データＰ５１２～Ｐ１０２
３はメモリ装置１８０１に順次格納される。しかし、２次元映像データを格納する時間を
減らすために、２次元映像データＰ０～Ｐ１０２３は、メモリ装置１７０１及び１８０１
に交互に格納できる。即ち、２次元映像データＰ０～Ｐ１０２３はメモリ装置１７０１、
１８０１にインタリービング方式に格納される。
【００６８】
　メモリ装置１６０に格納された２次元映像データＰ０～Ｐ１０２３は、メモリコントロ
ーラ１５０の制御によって順次読み出される。メモリ装置１７０１からは格納された２次
元映像データＰ０～Ｐ５１１を読み出されるとともに、メモリ装置１８０１からは格納さ
れた２次元映像データＰ５１２～Ｐ１０２３が読み出される。このとき、２次元映像デー
タＰ０～Ｐ１０２３がインタリービング方式で格納された場合、２次元映像データＰ０～
Ｐ１０２３がインタリービング方式に読み出される。
【００６９】
　読み出された２次元映像データＰ０～Ｐ１０２３は、ソースドライバ１２０に順次提供
される。提供された２次元映像データＰ０～Ｐ１０２３は、ソースドライバ１２０内部の
図示しないラッチに一時的に格納される。ソースドライバ１２０は、ディスプレイパネル
２００の１つのゲートラインに連結された画素の数と同じ数の２次元映像データが出力さ
れると、タイミングコントローラ１４０（図１参照）の制御によって格納された映像デー
タをソースラインＳＬ０～ＳＬｊを通じてディスプレイパネル２００に出力する。図６で
は例示的に、１つのゲートラインＧ２０に１０２４個の画素が連結されるので１０２４個
の映像データＰ０～Ｐ１０２３がディスプレイパネル２００に出力される。
【００７０】
　図７は、ディスプレイ駆動回路における処理を例示的に示す順序図である。図１及び図
７を参照して、ディスプレイ駆動回路１００（図１参照）における処理を詳細に説明する
。
【００７１】
　情報端末装置のＣＰＵから出力される映像信号の種類にしたがってディスプレイ駆動回
路１００における処理順序が異なる。即ち、情報端末装置のＣＰＵから出力される映像信
号が立体映像信号であるか否かにしたがってディスプレイ駆動回路１００における処理が
分岐する（Ｓ１０５）。例示的に、情報端末装置のＣＰＵから出力される映像信号が立体
映像信号であるか否か、又は２次元映像信号であるか否かは、情報端末装置のＣＰＵから
出力される制御信号にしたがって判定される。
【００７２】
　出力される映像信号が立体映像信号であると判定される場合、ディスプレイ駆動回路１
００は立体映像信号に含まれた複数の左眼映像データと複数の右眼映像データとを区分し
て格納する。複数の左眼映像データは左眼映像用メモリ装置１７０に格納される。また、
複数の右眼映像データは右眼映像用メモリ装置１８０に格納される（Ｓ１１０）。この場
合、複数の左眼映像データは複数の左眼映像用メモリ装置１７０１～１７０ｋの各々にイ
ンタリービング方式に格納される。また、複数の右眼映像データは複数の右眼映像用メモ
リ装置１８０１～１８０ｍの各々にインタリービング方式に格納される。
【００７３】
　情報端末装置のＣＰＵは制御信号を出力してディスプレイ駆動回路１００の作動モード
を変更する。例えば、情報端末装置のＣＰＵは、情報端末装置の電力消耗を減らすため、
ディスプレイ駆動回路１００を電力節約モードで作動するように制御信号を出力する。デ
ィスプレイ駆動回路１００は出力された制御信号を参照して電力節約モードであるか否か
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を判定する（Ｓ１１５）。判定結果が電力節約モードではない場合、Ｓ１２０に移行して
ディスプレイ駆動回路１００は立体映像が表示されるように映像データを処理する。一方
、判定結果が電力節約モードである場合、Ｓ１４０に移行してディスプレイ駆動回路１０
０は立体映像が２次元映像に表示されるように映像データを処理する。
【００７４】
　ディスプレイ駆動回路１００は、立体映像が表示されるように映像データの処理を図７
のＳ１２０、Ｓ１２５、及びＳ１３０を通じて実行する。
【００７５】
　左眼映像用メモリ装置１７０に格納された複数の左眼映像データと右眼映像用メモリ装
置１８０に格納された複数の右眼映像データとは、メモリコントローラ１５０の制御にし
たがって交互に読み出される（Ｓ１２０）。この場合、複数の左眼映像データは複数の左
眼映像用メモリ装置１７０１～１７０ｋからインタリービング方式で読み出される。そし
て、複数の右眼映像データは複数の右眼映像用メモリ装置１８０１～１８０ｍからインタ
リービング方式で読み出される。
【００７６】
　読み出された複数の左眼映像データおよび複数の右眼映像データは、ソースドライバ１
２０内部のラッチに一時的に格納される。この時、複数の左眼映像データおよび複数の右
眼映像データは、交互に配置されて格納される。ディスプレイパネル２００の１つのゲー
トラインに連結された画素の数と同じ数の複数の左眼映像データおよび複数の右眼映像デ
ータを読み出し、格納する処理を反複する（Ｓ１２５）。
【００７７】
　ディスプレイパネル２００の１つのゲートラインに連結された画素の数と同じ数の複数
の左眼映像データおよび複数の右眼映像データが読み出され、ソースドライバ１２０に格
納されると、格納された映像データはディスプレイパネル２００へ伝送される（Ｓ１３０
）。これによって、ディスプレイパネル２００は複数の左眼映像データと複数の右眼映像
データとが交互に配置された立体映像を表示する。
【００７８】
　一方、ディスプレイ駆動回路１００は、立体映像が２次元映像として表示されるように
映像データの処理をＳ１４０、Ｓ１４５、及びＳ１３０を通じて実行する。
【００７９】
　左眼映像用メモリ装置１７０に格納された複数の左眼映像データと右眼映像用メモリ装
置１８０に格納された複数の右眼映像データとの中で選択された複数の左眼映像データ又
は複数の右眼映像データのみがメモリコントローラ１５０の制御によって読み出される。
即ち、左眼映像用メモリ装置１７０又は右眼映像用メモリ装置１８０のいずれか１つから
映像データが読み出される（Ｓ１４０）。この時、選択された映像データは例えば、２回
重複されて読み出される。
【００８０】
　選択によって読み出された映像データは、ソースドライバ１２０内部のラッチに一時的
に格納される。ディスプレイパネル２００の１つのゲートラインに連結された画素の数と
同じ数の選択された映像データが読み出され、格納する処理を反複する（Ｓ１４５）。
【００８１】
　ディスプレイパネル２００の１つのゲートラインに連結された画素の数と同じ数の選択
された映像データが読み出され、ソースドライバ１２０に格納されると、格納された映像
データはディスプレイパネル２００へ伝送される（Ｓ１３０段階）。これにより、ディス
プレイパネル２００は、複数の左眼映像データ又は複数の右眼映像データに構成された２
次元映像を表示する。
【００８２】
　Ｓ１０５で説明したように、情報端末装置のＣＰＵから出力される映像信号が立体映像
信号であるか否かにしたがってディスプレイ駆動回路１００における処理順序が異なる。
出力される映像信号が立体映像信号ではないと判定される場合、ディスプレイ駆動回路１
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００は２次元映像データを処理する。ディスプレイ駆動回路１００は、２次元映像が表示
されるように映像データの処理をＳ１５０、Ｓ１５５、Ｓ１６０、及びＳ１３０を通じて
実行する。
【００８３】
　出力される映像信号が２次元映像信号であると判定される場合、ディスプレイ駆動回路
１００は２次元映像信号に含まれた映像データをメモリ装置１６０に順次格納する（Ｓ１
５０）。仮に、メモリ装置１６０が複数のメモリ装置１７０及び１８０を含む場合であっ
ても、ディスプレイ駆動回路１００は映像データを分割して複数のメモリ装置１７０、１
８０のそれぞれにインタリービング方式で格納する。
【００８４】
　メモリ装置１６０に格納された２次元映像データは、メモリコントローラ１５０の制御
によって順次読み出される（Ｓ１５５）。仮に、２次元映像データが複数のメモリ装置１
７０、１８０にインタリービング方式に格納された場合、２次元映像データはインタリー
ビング方式で読み出される。
【００８５】
　読み出された２次元映像データは、ソースドライバ１２０内部のラッチに一時的に格納
される。ディスプレイパネル２００の１つのゲートラインに連結された画素の数と同じ数
の２次元映像データが読み出され、格納する処理を反複する（Ｓ１６０）。ディスプレイ
パネル２００の１つのゲートラインに連結された画素数と同じ数の２次元映像データが読
出され、ソースドライバ１２０に格納されると、格納された２次元映像データはディスプ
レイパネル２００へ伝送される（Ｓ１３０段階）。これにしたがって、ディスプレイパネ
ル２００は２次元映像を表示する。
【００８６】
　本発明の実施形態によるディスプレイ駆動回路１００は、情報端末装置のＣＰＵから加
工されない映像信号を受信する。ディスプレイ駆動回路１００は受信された映像信号の種
類によって映像信号を立体映像データ又は２次元映像データとして生成し、生成された映
像データをディスプレイパネル２００へ出力する。したがって、情報端末装置のＣＰＵは
立体映像又は２次元映像を表示するための処理及びシステムの割り当てを少なくすること
ができる。したがって、情報端末装置のＣＰＵの動作速度を向上することができ、システ
ムを効率的に利用することができる。
【００８７】
　図８はディスプレイパネルを通じて映像を表示する情報端末装置を例示的に示すブロッ
ク図である。図８を参照すれば、ディスプレイパネルを通じて映像を表示する情報端末装
置は、例えば、モバイル電子装置などである。モバイル電子装置３００は、ＣＰＵ３１０
、メモリ装置３２０、音声ユニット３３０、電力供給器３４０、ディスプレイ駆動回路３
５０、及びディスプレイパネル３６０を備える。
【００８８】
　ＣＰＵ３１０はモバイル電子装置の全般的な動作を制御する。例えば、ＣＰＵ３１０は
電力が供給されればモバイル電子装置のブーティング過程を制御する。また、ＣＰＵ３１
０は、使用者の設定によって各構成を活性化する。ＣＰＵ３１０は、モバイル電子装置を
制御するためのファームウェアを駆動するように構成される。このようなファームウェア
は、メモリ装置３２０の動作メモリにローディングされて駆動する。
【００８９】
　メモリ装置３２０は、ＤＲＡＭのような揮発性メモリ装置、ＲＯＭ、フラッシュメモリ
装置のような不揮発性メモリ装置を包含する。メモリ装置３２０にはモバイル電子装置３
００の駆動に必要であるデータが格納される。例えば、メモリ装置３２０にはモバイル電
子装置３００を駆動するための運営体系、アプリケーションプログラム等が格納される。
また、メモリ装置３２０に含まれる揮発性メモリ装置には、ＣＰＵ３１０の制御にしたが
ってアプリケーションプログラム等がローディングされる。
【００９０】
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　音声ユニット３３０はスピーカーＳＰＫを備える。音声ユニット３３０は、ＣＰＵ３１
０の制御にしたがって音声データを再生する。電力供給器３４０は、モバイル電子装置の
駆動に必要とする電力を供給する。モバイル電子装置３００の携帯が容易となるように、
電力供給器３４０は、例えばバッテリーのような小型電源で構成される。
【００９１】
　ディスプレイ駆動回路３５０は、ＣＰＵ３１０から加工されない映像信号を受信する。
ディスプレイ駆動回路３５０は、受信された映像信号の種類によって映像信号を立体映像
データ又は２次元映像データとして生成し、生成された映像データをディスプレイパネル
３６０に出力する。ディスプレイパネル３６０は出力された映像データを表示する。
【００９２】
　ここでは図示しないが、モバイル電子装置３００は、音声信号、画像信号、及び各種デ
ータを送受信するための無線部をさらに包含できる。そして、モバイル電子装置３００は
使用者の制御信号を受信するための入力部をさらに包含できる。
【００９３】
　ＣＰＵ３１０は、立体映像又は２次元映像をディスプレイするための処理量及びシステ
ムの割り当てを少なくすることができる。したがって、ＣＰＵ３１０の動作速度を向上す
ることができ、システムを効率的に利用することができる。
【００９４】
　以上で、本発明は具体的な実施形態を通じて説明したが、本発明はその範囲で逸脱しな
い限度内で様々に変形できることはよく理解できる。したがって、本発明の範囲は上述し
た実施形態に限定されてはならないし、特許請求の範囲及びこれと均等なことによって定
められなければならない。また、本発明の範囲又は技術的思想を逸脱することなく、本発
明の構造を多様に修正または変更される。
【符号の説明】
【００９５】
　１００　　　・・・ディスプレイ駆動回路、
　１１０　　　・・・ゲートドライバ、
　１２０　　　・・・ソースドライバ、
　１３０　　　・・・ＲＧＢＩＦブロック、
　１４０　　　・・・タイミングコントローラ、
　１５０　　　・・・メモリコントローラ、
　１６０　　　・・・メモリ装置、
　２００　　　・・・ディスプレイパネル。
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